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 多国間繊維協定（Multi Fiber Arrangement）が 2005 年１月から廃止さ

れた。MFA の廃止は、世界の繊維貿易の動向にどのような影響を与えてい

るのだろうか、あるいは、与えていないのだろうか。本稿では、アメリカ、

EU15 を中心とする 2005 年の繊維貿易の動向を見ることで MFA 廃止の影響

を分析してみたい。 

 

 

 １．MFAの意味 

 

 繊維製品は、農産品品目と並んで

世界貿易の中で政治的になりやすい

品目である。戦後、長く続いた日米

間の貿易摩擦も、最初の本格的な貿

易摩擦は日本のワンダラー・ブラウ

スに象徴される綿製品の対米輸出の

急増にあった。その後、1962年の綿

製品長期取り決め(Long Term Ar-

rangement on Cotton Textiles)や 69～

71年の日米繊維紛争などを経て、74

年の MFA 導入につながる。このよ

うに繊維貿易が政治的にセンシティ

ブであるという面も手伝って、

GATT の場においても繊維製品は長

く特別扱いされてきた。 

 

 MFA の形成に深く関わったのは

アメリカであり、国内の繊維産業を

保護するために 2国間協定の集合で

ある MFA を締結した。一方、本来

保護的な措置である MFA を結ぶメ

リットは、途上国側にもあった。第

1は、MFAという包括的な協定に参
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加した方が、強大な交渉力を有する

米国や EUと独自に 2国間協定を締

結するよりも途上国側にとって不利

にならないだろうという面である。

第 2は、当時の繊維製品の主要輸出

国である韓国、台湾などにとっては、

自国に一定の輸出枠が課されること

で、割当てレントを享受でき、これ

が既得権益化するというメリットが

あった(伊藤〔2000〕)。また、第 3

として、競争力の弱い後発途上国に

とっては、MFA によってアメリカや

EU 市場への繊維品の輸出枠を確保

できるため、他の競争力の強い途上

国との競合を避けられるというメリ

ットもあったと思われる。 

 

 MFA が世界経済にとって望まし

いかどうかは、いくつかの考え方が

ありうる。第１は、世界貿易の自由

化を推進してきた GATT/WTO の精

神にも反し、繊維品目に比較優位を

持つ国の輸出を抑制して世界全体で

の経済効率を低下させるので望まし

くない、とする考え方である。これ

は保護主義的な措置に反対する伝統

的な考え方である。第 2の考え方は、

確かに WTO の原則には反し、世界

全体の経済効率を低下させるかもし

れないが、たとえ効率性を犠牲にし

ても、MFAは、後発途上国の先進国

市場への輸出枠を確保し、これらの

国の経済発展を助けるという意味で

望ましいとする考え方である。これ

は、一般特恵関税制度がGATT/WTO

の第一原則である最恵国待遇に反し

ているにも拘らず、途上国の経済発

展を助けるため、GATT/WTOの例外

措置として認められているのとやや

似た考え方である。第 3は、繊維産

業の発展は、何らかの正の外部性を

持つため、後発途上国の経済発展に

とって望ましいという考え方もあり

得る。繊維産業は、歴史的にも産業

革命で最初に発展した工業であり、

現在の世界経済で見ても、経済発展

の初期段階で農業から工業へ移行す

る際に最初に形成されることの多い

産業である。この場合、外部性とは、

繊維産業が根付くことによって、労

働者が工業従事者としてのトレーニ

ングがなされるとか、会社経営のマ

ネージメント能力を持った人材が養

成されるとか、工業基盤に必要な輸

送システムや電力などのインフラが

整備される、などが挙げられる。す
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なわち、繊維産業が根付くことによ

って途上国が工業発展するための準

備が整う効果が考えられる。この第

3 の考え方も後発途上国の発展を助

けるという意味では上記した第 2の

考え方と同じだが、正の外部性の考

え方は、後発途上国のみならず世界

全体の経済効率を改善するという点

で第 2の考え方と異なっている。 

 

 ２．MFA廃止が繊維貿易に与えた 

   影響 

 

 さて、05年から MFA が廃止され

ることで、その影響に関しては懸念

も含めていくつかの予測がされてい

た。例えば、アメリカ等先進国への

繊維輸出が激増するのではないか、

中国の一人勝ちになるのではないか、

自由に輸出できるので途上国にとっ

ては輸出機会の増大に結びつくので

はないか、あるいは逆に、競争力の

ない後発途上国は輸出枠を失って先

進国に輸出できなくなるのではない

か、などである。そこで、本稿では、

MFA 廃止の影響を三つの側面に整

理して検証してみたい。第 1の側面

は、アメリカ等、先進国の国内市場

への影響である。第 2の側面は、先

進国に輸出する途上国間での輸出競

争の結果、競争力のない国の輸出が、

中国等の競争力のある国輸出で置き

換わる効果、すなわち、途上国間で

の貿易転換の可能性である。第 3の

側面は、アメリカ、EU などの先進

国からの輸出が、第三国市場におい

て競争力の強い途上国の輸出品で代

替される貿易転換が生じているかど

うか、という点である。 

 

（１）MFA廃止が先進国の繊維品輸 

   入に与えた影響 

 MFA が廃止された場合、これまで

の輸入割り当ての枠を超えて途上国

等からの繊維品 1 輸入が急増する可

能性はある。先進国の繊維産業の競

争力が充分でない場合、こうした現

象が起こることは否定できない。現

在、移民や自然増でアメリカの人口

も拡大し、内需も順調に伸び、消費

財である衣類のような繊維製品の消

費需要も拡大している。MFA による

事実上の輸入割り当てが廃止される

ことで、国内繊維産業のシェアを侵

食する形で輸入が急増することはあ

りうる。表 1は、アメリカならびに
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EU15 の繊維関連品目(HS50～63)の

輸入金額の推移を総輸入金額の伸び

と共に示したものである。03年以降、

繊維品の輸入金額の伸びは、総輸入

金額の伸びを下回っており、特に 05

年 8月までにおけるアメリカの総輸

入金額の伸びは 13.5％とかなり高か

ったが、繊維品輸入の伸びは 9.0％と

かなり下回っている。また、前年 04

年の伸び率 7.8％と比較しても輸入

の伸びが急増しているわけではない。

また、表 2には、米国の繊維品の輸

入依存度(国内生産に占める輸入品

のシェア)を示した。確かに 03年以

降、繊維品の輸入依存度は増加傾向

が見られるが、これは、米国の内需

が好調だったことやドル高で一般的

に輸入が増大した結果であり、05年

以降、アメリカにおける繊維品の輸

入が急増したわけではない。同様の

ことを表 1で EU15について見てみ

ると、アメリカと同様、繊維品輸入

の伸びは総輸入額の伸びを下回って

いるばかりでなく、05年の伸び率は

前年の伸び率を大きく下回っている。

このように繊維関連品目全体で見た

場合、MFA が廃止された 05年に輸

入が急増して国内生産者のシェアを

著しく奪ったとは言えないだろう。 

また、品目別に伸びを見ても、特に

輸入金額が大きいアパレル製品

(HS61、62)においては、輸入金額の

伸び率が比較的落ち着いている。以

上から、少なくともマクロ的に見る

限り、MFA の廃止がアメリカや EU

の生産者のシェアを著しく脅かして

いるとは思えない。もちろん、もっ

と細かい品目に降りていけば輸入急

増品目やそれによって被害を受けた

国内企業も個別的には存在するだろ

う。MFA は品目ごとに細かい制約を

課してきたので、MFA の廃止が、例

えば流行の変化などである品目から

別の品目に需要が移ることを可能に

し、品目ごとの需要の急変を招いて

いる可能性はある。しかし、そうし

た現象は一般のビジネス環境変化に

帰すべきものであり、MFAの廃止が、

マクロ的に見たアメリカや EU15の

繊維産業に大きな損失を与えている

根拠とはならない。
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表１ アメリカ、EU15における繊維品の輸入の伸び率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）MFA廃止が途上国同士の競合 

   に与えた影響 

 MFA を廃止した結果、先進国市場、

例えばアメリカや EU市場で途上国

同士が競合することは充分に考えら

れる。この結果、途上国が、言わば

「勝ち組」と「負け組」とに明暗を

分ける可能性は大きい。 

 

①先進国市場で輸入が増大した国  々

 国別変化の中で顕著なのは中国

(大陸＋香港)2の動向である(図 1、2)。

米国の繊維品輸入金額に占める中国

のシェアは 04年で既に 38％と高い

が、これが 05年に急増している(05

年 1～8 月の対前年同期比の伸び率

は 45.4％)。しかも、HSの 2桁分類

で見ても多くの品目で輸入が急増し

ている。当初の予想通り、中国の輸

入シェアは急拡大している。参考の

ために MFA を使ってこなかった日

本のケースで見てみると、90年には

24％に過ぎなかった中国の輸入シェ

アは、韓国、台湾のシェアを喰う形

で急拡大し、04年には 73％と圧倒的

になっている。 

  注）2005 年は 1-8月の値（前年同期比の伸び） 
資料）各国貿易統計 

2000 2001 2002 2003 2004 2005
国内消費 250,686 249,895 253,974 259,535 274,735 286,626
輸出 21,991 19,994 19,319 20,430 22,006 22,655
輸入 74,778 73,530 75,170 80,543 86,802 92,599
国内生産 197,899 196,360 198,123 199,423 209,939 216,683
輸入依存度(%) 37.8 37.4 37.9 40.4 41.3 42.7
注 1） 国内生産＝国内消費+輸出-輸入 
注 2） 2005 年の値は 1-8 月の値から推計 
資料） 各国貿易統計。U.S. National Income and Product Account, U.S. Deportment of Commerce 

（％）
アメリカ 2001 2002 2003 2004 2005
総輸入金額の伸び率 -6.2 1.8 8.2 16.9 13.5
繊維品輸入金額の伸び率 -1.7 2.2 7.1 7.8 9.0

EU15 2001 2002 2003 2004 2005
総輸入金額の伸び率 -3.1 1.5 20.2 20.9 15.3
繊維品輸入金額の伸び率 0.7 3.8 18.1 14.5 6.0

表２ アメリカにおける繊維品の輸入依存度 
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図１ アメリカの繊維品の国・地域別輸入の推移（2000 年 1月～2005年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ EU15の繊維品の国・地域別輸入の推移（2000 年 1月～2005年 8 月） 
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日本と中国の地理的な近さが直接投

資等を通じた繊維貿易の強化に繋が

っている面もあるが、これは、繊維

製品における他の途上国と比較した

中国の競争力の反映であろう。そう

だとすれば、アメリカ市場で今後も

他の途上国のシェアを奪う形で中国

のシェアが伸び続ける余地は大きい。

また、EU 市場においてもアメリカ

市場と同様に 05 年に中国シェアの

急拡大が見られる(05年 1～8月期の

対前年同期比の伸び率は 38.8％)。な

お、日本ではもともと MFA を繊維

輸入国に適用していないので、05年

においても、中国からの輸入は 6.8％

と急増してはいない。 

 

 現在、中国ほどのシェアは占めて

いないものの、05年に入って輸入金

額が増加している国として、インド

がある。05年 1～8月におけるイン

ドからの対前年同期比の伸び率は、

アメリカで 26.5％、EU15 で 21.0％

と中国からの繊維品輸入の伸びに次

ぐ速さで伸びている。これらの国々

では、平均賃金も低く、労働集約的

な産業である繊維製品や衣類に比較

優位を持つと考えられる。 

②先進国市場で輸入が減少した国  々

 アメリカ、EU15 の市場において

05 年に輸入が急減した国として韓

国、台湾が挙げられる。これらの国々

は、かつては繊維品の主要輸出国と

して日本への輸出金額も大きかった。

しかし、近年は中国からの輸入に代

替されて、現在、日本の輸入に占め

るシェアは 3％程度に過ぎない。こ

れらのアジア中進国では人件費も上

昇し、既に比較優位品目が繊維等か

ら資本財にシフトしている。 

 

 これ以外でアメリカ、EU15 の輸

入が減少した国としては、アジア中

進国やインド以外の｢その他途上国 3｣

がある。「その他途上国」の構成国と

しては、アメリカの輸入では中南米

諸国や一部の中近東諸国のウェイト

が高く、EU15 の輸入では東欧やア

フリカなどのウェイトが高いと考え

られる。図 1，2にはこれらの国から

の輸入金額の推移も示してある。国

の数が多いため、一国あたりの輸入

金額は小さいが、合計すると中国か

らの輸入金額以上に大きい。アメリ

カや EU15の「その他途上国」から

の輸入は 04 年まで順調に伸びてき

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


MFA廃止の波紋 
 

季刊 国際貿易と投資 Winter 2005/No.62●149 

たが、05年には、前年よりも輸入金

額がかなり減少している。アメリカ

や EU15の繊維品目の総輸入額が、

05 年にはそれぞれ 9％、6％伸びる

(05年 1～8月期対前年同期比)中で

の輸入金額の減少は注目に値する。

特に主要品目であるアパレル製品に

おける減少幅が大きい。こうした現

象は、先進国における「その他の途

上国」からの繊維品目の輸入が、中

国やインドからの輸入によって代替

されているために生じていると考え

られるのである。 

 

（３）第３国市場における競合 

 アメリカは巨大な繊維輸入国であ

ると同時に、繊維製品の輸出国でも

ある。輸出金額から見るとカナダの

5倍以上、メキシコの 2倍以上、イ

ンドの 1.5倍以上の輸出規模がある。

もっとも、こうした繊維品輸出には、

アメリカの多国籍企業の国内流通拠

点を介するだけの輸出も多く含まれ

ると考えられ、必ずしもアメリカ産

品だけの輸出ではない。また、EU

についても衣類の有数の輸出国であ

るイタリアを含む EU15からの域外

輸出はアメリカの輸出金額以上に大

 

図３ アメリカと EU15の繊維品輸出金額の推移（2000 年 1月～2005年 8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  注）繊維品は、HS50～63。季節調整済み。EU15 は域内輸出を含まず。 
資料）各国貿易統計 
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きい。MFAの廃止に伴い、カナダや

途上国等の第 3国市場でアメリカや

EU15 からの繊維品輸出が中国やイ

ンドなどからの輸出によって代替さ

れている傾向はないだろうか。図 3

は、アメリカと EU15からの繊維品

の対世界輸出金額の趨勢を見たもの

である。アメリカの輸出額に関して

みれば、05年に入ってから減少した

傾向は見られない。すなわち、これ

までのところ MFA の廃止がアメリ

カの繊維品輸出に与えた影響は見ら

れない。上記したように、アメリカ

からの輸出品は、途上国からの輸入

品の再輸出も多く、その意味で、第

3 国市場で競合することはないのか

もしれない。しかし、図 3にも示さ

れる通り、EU15 からの域外輸出は

05 年に入ってから明らかな減少傾

向が見られ、中国、インド等の製品

と競合している可能性もある。その

意味で、MFAの廃止が EU15の繊維

品の域外輸出に与えた影響は小さく

ないかもしれない。 

 

 ３．MFA廃止のインプリケーション 

 

 以上、MFA 廃止が 05年の世界の

繊維貿易に与えた定量的な影響につ

いて見てきた。上記の結果を簡潔に

まとめるならば、マクロ的に見た場

合、アメリカ、EU15 などの先進国

の国内市場への影響は限定的である。

すなわち、先進国の国内市場が輸入

製品で浸透されるという面で見ると

影響は小さい。ただし、先進国から

の繊維品輸出の第 3国市場における

競合という面で見ると、アメリカの

繊維品輸出は今のところ影響を受け

ていないが、EU15 の域外輸出は減

少し、かなりの影響が出ている可能

性がある。しかし、こうした影響に

関しては、国内市場での被害でない

ため EUがセーフガードやアンチダ

ンピングでは対処することはできな

い。中国、インドなど一部の途上国

のアメリカ、EU 市場での輸入シェ

アが急増したのは予想通りだったが、

これらのシェア拡大の煽りは、韓国、

台湾、マレイシアなどのアジア中進

国のシェア急減に加え、中南米諸国

やアフリカ、東欧などの「その他の

途上国」のシェアの低下となって現

れている。このうち、アジア中進国

はすでに主要輸出品目が軽工業品目

から資本財生産へシフトしているの

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


MFA廃止の波紋 
 

季刊 国際貿易と投資 Winter 2005/No.62●151 

で、比較優位を失った繊維製品の輸

出が後発の中国、インド等に移るの

は合理的だろう。 

 

 問題は、中南米、アフリカ、東欧

などを含む「その他の途上国」であ

る。これらの途上国群では三つの面

で繊維品輸出の困難に直面すると予

想される。第１は、上でも見たよう

な中国・インドの台頭で、「その他の

途上国」から先進国市場へ向けた輸

出市場が狭められる点である。第 2

は、交易条件の悪化である。輸出制

約のなくなった中国等が生産設備を

増強し、供給能力を拡大しつつある

が、繊維製品、特に途上国の生産す

る衣類等は生活必需品としての側面

が強く、価格弾力性が小さいと考え

られる。すなわち、製品価格が低下

しても繊維品に対する需要はそれほ

ど拡大しない。こうした状況下で生

産能力の拡大（供給曲線の右側への

シフト）が生ずると、価格の低下が

生じる。日本における繊維品の輸入

価格（US$ベース）の変化を見ると、

95年以降、約 30％と急速に低下して

きている。これは、繊維品を輸出す

る途上国にとっては交易条件の悪化

となる。しかも、こうした途上国は

概して輸出入依存度が高く、しかも

輸出品に占める繊維品の割合が大き

いため、繊維品価格の下落による交

易条件の悪化が GDP に与えるマイ

ナスの影響も小さくない。例えば、

繊維品輸出が GDPの 20％のような

小国で交易条件が 30％悪化すれば、

当該国は約 6％ものGDPの悪化を経

験する。第 3 に、ポスト MFA の可

能性だが、MFA の廃止がアメリカを

中心とする先進国にとって大きな不

満がなく、途上国の中でも中国・イ

ンドなど政治的発言力のある国にと

ってメリットがある状況では、繊維

貿易に関する新たな枠組みを構築す

るのは難しいだろう。 

 

 日本の過去の輸入の状況を見ても、

繊維製品に関しては、比較的短時日

のうちに特定の国からの輸入に占め

られることが多い。05年の傾向から

予測すると、MFA の廃止は、中国、

インドなどの特定の途上国にとって

はメリットが大きいが、それらの

国々と競合するいくつかの後発途上

国にとってはかなり厳しい状況に直

面すると思われる。もちろん、そう
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した世界的な分業が進展した方が世

界全体の経済効率にとって望ましい

という側面はあるものの、前記した

ような途上国間の成長率格差の是正

という面では問題があり、さらに繊

維産業が工業化に必要な何らかの正

の外部性を持つと考えると、これら

後発途上国の成長機会が奪われるだ

けでなく、世界全体の経済効率とい

う面でも望ましくないかもしれない。

もちろん、中国やインドの所得や賃

金が上昇していけば、かつての日

本・韓国・台湾のように繊維産業に

対する比較優位は失われ、他の後発

途上国にも成長の果実は均霑される

だろう。しかし、それには、まだ多

くの時間がかかると考えられるので

ある。 

 

【注】 

1 以下で輸出入における｢繊維品｣とは HS50

～63に含まれる品目を示すものとする｡ 
2 以下では特に断らない限り、中国の表記

で香港を含むものとする。 

3 ここで「その他途上国」とは、途上国の

うち、中国、香港、韓国、台湾、タイ、

マレーシア、フィリピン、インドネシア、

インド、メキシコを除く国々を指す。 
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